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CO2レーザー照射はチタン上のヒト歯根膜線維芽細胞に対する
リポ多糖（LPS）の影響を抑制し細胞の増殖および機能を回復させる
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【目的】
　近年，口腔インプラント周囲炎に対して，レー
ザーによる外科治療が応用されるようになってき
た．その目的は，インプラント表面に付着した細
菌や炎症性肉芽組織を除去し，インプラント表面
への新たな骨と歯肉組織の再生を促すこととされ
ている．しかし，レーザーによるインプラント表
面の変化や周囲の骨および歯肉組織への影響につ
いて詳細な報告は少ない．そこで本研究では，チ
タン表面へレーザーを照射した際のチタン材料表
面の変化と Lipopolysaccharide（LPS）存在下
におけるヒト歯根膜線維芽細胞の変化について検
証した．
【材料および方法】
　チタン板上でヒト由来歯根膜線維芽細胞を培養
し，LPS 添 加24時 間 後 に CO2レーザーを 出 力
2.0w/sec で 0 ～60 秒間照射した．その後一定期
間培養し，チタン表面の性状変化を共焦点レー
ザー顕微鏡にて観察した．細胞の変化について
は，細胞数を4ʼ,6─Diamidino─2─phenylindole di-
hydrochloride（DAPI）にて計測した．また，細
胞の付着状態に関してはアクチンを，細胞の分化
や機能についてはＩ型コラーゲンおよび VEGF
をそれぞれ免疫染色にて観察した．さらに，RT–
PCR 法を用いてＩ型コラーゲンおよび VEGF の
遺伝子発現変化を解析した．
【結果】
　チタン板の研磨面および粗造面に CO2レーザー
を60秒間照射したところ，チタン表面の形状の変
化は認められなかった．CO2レーザー照射を行っ
たチタン板における細胞数は，培養 3 日目におい
て減少した．しかし， ₇ 日目では研磨面および粗
造面ともにチタン表面は殆どが細胞で覆われてい
た．LPS 添加により，細胞増殖は ₇ 日目まで抑
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制されたが，CO2レーザー照射群では増加してい
た．また，LPS 添加によりＩ型コラーゲンおよ
び VEGF の mRNA 発 現 およびそれらのタンパ
ク産生は低下したが，CO2レーザー照射群では培
養時間に比例して研磨面と粗造面ともに増加した．
【考察】
　チタン表面への CO2レーザーの照射は，チタン
表面の性状にかかわらずその表面形態に変化を与
えなかった．また，CO2 レーザーの 照 射 は LPS
によるヒト歯根膜線維芽細胞への影響を抑制し細
胞増殖および機能発現を回復させた．以上のこと
より，チタン表面への CO2レーザー照射は線維芽
細胞の増殖と分化を促進し，組織再生に必要なコ
ラーゲン産生や血管形成を促すことが示唆された．
